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１．はじめに
　給食の時間に大切にしたいことは，子どもの「食べた
い」という気持ちを丁寧に受け止め，係わり手とのやり
とりの中で，楽しい給食の時間を作ることだと，これま
で考えていた。
　しかし，今回の実践では，それまで牛乳を飲んでいた
タケル君が，私との給食のときは牛乳を飲まず，「タケ
ル君の思いを受け止めた楽しい給食」では，「飲む」と
いう結果がなかなか見えてこないものだった。思うよう
にいかない中で，いろいろな先生の考え方と出会い，自
分のこれまでの考えを改めて見つめ直す機会となった。
　「給食における学びとはどういうものか」ということ
について，「苦手なものをどうやって食べられるように
するか」という発想から，「どのようなやりとりをして，
お互いの思いを通わせるか」ということに実践者の視点
が移っていった。子どもとのやりとりの過程の中で，お
互いのコミュニケーションの深まりが見られるように
なった。
　また，一般的に特別支援学校では，一つの学級に複数
の教師が入り，共に実践を行うことが頻繁にある。その
中で，教師同士が互いの考えを建設的に交わし合える協
働的な関係であることは，実践の質を高める上で大きな
要素となってくるであろう。しかしながら，教師ひとり
ひとりの考えが一様でないため，協働的な関係を築くこ
とは必ずしも容易ではない。
　本実践は，１年間の給食の時間における実践の中で，
私と，同じ学級の教師とのやりとりの過程を詳細に描い
た。お互いの思いをさまざまな形で交わし合って，協働
的な関係を築いていく中で，私は実践を幾度も省察し，
より深めていくことができた。その協働的実践がいかに
発展していったかをナラティブに描き出すことで，その
過程から読み取れる教師集団の協働の価値を論じたいと
考える。
　　
２．対象児について
１）タケル君について
　タケル君（仮名※注１）は，４年生で，小学部２組では
２年目を迎える。自閉症の診断を受けており，いわゆる
「こだわりが強い」ように見える行動は随所に見られた。
　「タケル君」と名前を呼んであいさつしても，彼とは
なかなか目が合わず，私のことなど関心ないという感じ
なのだが，近づいていって彼の前に立つと，ペコっとお
辞儀をしてくれた。私が「ズックを履こう」「かばんは
ここへしまって」と言うと，状況も手掛かりにしながら，
こちらの指示を理解し，声かけに応じた行動をとること
ができた。しかし，何も声をかけないで様子を見ている
と，手をぱちぱち叩きながら同じ場所を行ったり来たり
と，ひたすら自分の世界に没頭しているように見えた。
　パターン通りのことはできるが，初めてで見通しが持
てないことは苦手であると言われていた。しかし，様子
を見ていると，パターンが分かっている日常生活の所作
でも，人に言われればするが，自分だけだと動きが滞っ
てしまう。彼が自分から主体的に動くことはあるのだろ
うかと思っていたら，「絵本を取ってくれ」「ブランコへ
行こう」と，私の腕を引っ張ったり，カードを持ってき
たりして伝えてきた。タケル君は，ブランコのような感
覚的な遊びや音楽が好きらしく，「○○がしたい」とい
うことは話ができるのだなと思った。勉強の時間になっ
て，こちらが机に誘っても，「音楽が聞きたい」とラジ
カセのそばを離れず，なかなか座ってくれない。勉強が
嫌なのか，切り替えができなかったのか，自分の思いを
通そうとする一面も見られた。
　出会ったときから私が抱いていた，タケル君に対する
願いは，タケル君がいろいろな活動に少しずつ意味を感
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じ，主体的に行動することが増え，タケル君の興味関心
の幅が広がっていくことだった。新しいことに興味を持
つためには，好きなことを土台にすることのほかに，思
いを伝え合い，自分を認めてくれる他者の存在が要であ
ろう。そのためには，人とコミュニケーションする力が
鍵になってくると感じていた。
２）学級の環境
　平成22年度の小学部２組は，児童６名（３年生３名，４
年生３名）に，私を含めた教師３名と福井大学教職大学
院インターン１名が係わっている。
　教員の一人である仲村孝子先生（※注２）は，前年度
も同じく小学部２組を担当し，タケル君とも係わりが
あった。給食や諸々の場面で，私は仲村先生に多くのこ
とを相談してきた。
　インターンの斉川歩先生は，週に三日間小学部２組に
入っていて，主にタケル君を担当することになり，担当
の私とともにタケル君と係わった。三日間のうち二日間
は，斉川先生が中心にタケル君と係わるような体制をと
り，タケル君の様子，個別の課題のこと，給食での対応
のことなどを相談しながら，係わりを進めた。
　給食では，小学部２組の教室で，机を３つ並べて細長
くし，10人全員で机を囲んで食べていた。タケル君は
端の方に座り，私か斉川先生がその隣に座って一緒に給
食を食べた。私はタケル君のほかに，もう一人の子ども
の給食指導も担当していた。仲村先生は机のもう片側の
端に座り，時々机の向こうからタケル君に声をかけてく
れた。
３．もとになった資料と記述の方法
　この実践記録は，平成22年度の小学部２組での給食の
時間におけるタケル君と私のやりとりの様子を記録した
もの（平成22年４月から翌３月まで随時記録した40日分）
と，同じく小学部２組での教師の話し合いの記録（４月，
５月，６月，９月，10月，12月に行われた６回分），福井
大学でのビデオ研究会での記録（11月，２月の２回分），
同大教職大学院インターンの斉川先生の記録（平成22
年４月から翌３月まで随時記録した計61ページ），保護者
への連絡帳（平成22年度分）での記述をもとにしている。
　なお，係わりの実際を記述する上で，私と子どもとの
係わりや教師同士が話し合ってきた様子を，私の思いや
省察を随時織り交ぜながら記述した。それは，実践を論
じる上で，その時々の実践者の思いや省察と，実践を切
り離すことができないと考えているからである。
４．係わりの実際
「給食は大切な学びの時間」―引き継いだ給食指導―
　給食の指導について前年度の担当だった大坂真喜子先
生から引き継ぎを受けているときに，大坂先生は，「タ
ケル君にとって，給食は大切な学びの時間なの」と強調
した。大坂先生は，給食の時間にタケル君と私が係わっ
ている横に付いてくれ，これまでの係わり方を説明をし
ながら，時々大坂先生とタケル君のやりとりも見せてく
れた。「好きな物ばかり食べないでご飯も食べよう」「次
は牛乳を飲んで」「手で拾っちゃだめだよ」などと大坂
先生が声をかけると，タケル君は敏感に反応して，それ
に応じた行動をとった。今度は私が「牛乳飲んで」と声
をかけてみる。タケル君は飲もうとしない。それに対し
て，大坂先生が「タケル君」と名前を呼ぶと，やはり
さっと牛乳を飲む。「どう係わるかがポイント」と大坂
先生は教えてくれた。タケル君は係わる相手，係わり方
によって，できたりできなかったりするようだ。そして，
支援がなければ，タケル君は「気ままにやりたいように」
してしまう子で，好きな物を好きなだけ，時には手づか
みで食べてしまうそうだ。それでも，大坂先生が横にい
て声をかけると，タケル君ははしを上手に使い，好きな
物ばかりでなく順番に，給食を全部食べるのであった。
「給食の時間は楽しいだけではだめで，タケル君にとっ
ては大切な自己調整の時間なの」という大坂先生の言葉
は，「給食は楽しく」ということを求めてきた私にとって，
ずしりとこたえるものだった。
「きちんと係わる」ことの難しさ―最初の係わり―
　できるだけ楽しい給食でありたいと思いながらも，前
担当の大坂先生から引き継いだ話によると，タケル君は
牛乳を全部飲むということだった。タケル君に牛乳を飲
んでもらうためにはどうするかが，まずは私の課題だっ
た。
　「いただきます」をしてから，まず牛乳びんのふたを
開けるように促し，タケル君がふたを開けたところで，
「飲んで」と声をかけた。全部飲ませるためにも，初め
のうちに少しでも減らしておかないといけない。しか
し，タケル君は牛乳びんを持ったものの，なかなか口元
まで運ぼうとしない。そこで，私はもう少し強い口調
で「牛乳飲んで」と言い，牛乳びんに手を添えた。力を
込めて口元に近付けようとしたが，タケル君は反発して
牛乳をお盆に置いた。びんから手が離れると，タケル君
は，はしを持ってお汁を食べようとする。私は，「まだ
だめ。先に牛乳飲んで」と，再び牛乳びんを手に持たせ
たが，タケル君は飲もうとしない。我慢比べの時間が続
き，タケル君がやっと少しだけ牛乳を飲んだ。飲んだと
いうより液体が唇に触れたという感じだったが，「ちょっ
と頑張ってくれたか」とこちらの気がゆるむと，すかさ
ずはしにタケル君の手が伸びた。「ああ，どうしようかな」
と思っていると，長机の向こう側から「タケル君，牛乳」
と仲村先生の声が届く。タケル君は，はっとして，牛乳
びんを手に取り，ごくっと飲みこんだ。仲村先生が「タ
ケル君，もっと」と言い，タケル君は続けてびんの半分
ほどまで飲み続けた。
　その後も，私とのやりとりだけでは，やはり牛乳やご
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飯がなかなか減らず，汁物や野菜は食べ終わって，牛乳
とご飯だけが残ってしまった。どうしても飲み切れない
牛乳が残った状況で，仲村先生と交代すると，その後，
タケル君は牛乳を全部飲み干した。ほかの先生の力を借
りることはあってよいことだが，自分としてはすっきり
しない係わりとなってしまった。
　前年度から同じ教室でタケル君と一緒だった仲村先生
は，これまで一年間の大坂先生の係わり方をよく分かっ
ており，タケル君にはっきりと声をかける。タケル君も
仲村先生の声には敏感に反応した。仲村先生が近づいて
きただけでタケル君ははっと顔を上げ，目は仲村先生を
追いかける。彼にとって，仲村先生は特別な存在のよう
だった。
　仲村先生や大坂先生が声をかけると牛乳を飲むが，私
が声をかけても飲まないという状況に，どうしたものか
と私は困ってしまった。「タケル君は，きちんと係わっ
てあげれば出来るんだよ」と仲村先生が話した。好きな
物を後で食べるようにし，それを励みに苦手な物も食べ
るように促す。タケル君の苦手な牛乳やご飯を頑張った
ら，好きな汁物や野菜が食べられることを伝える。「こ
れはよい。これはだめ」をはっきり教えてあげることが，
「きちんと係わる」ということなのだろう。確かに，タ
ケル君にとって，それは分かりやすい指示なのだと思っ
た。
　しかし，大好きな汁物に手を伸ばすタケル君に，「だ
めだよ」と伝えて，すぐに牛乳を飲んでくれればよいの
だが，結局は我慢比べの時間が続いてしまう。そのた
め，好きな物を食べてはいけないという声かけに自信が
なくなってくる。
　毅然とした態度で，好物の皿を遠ざけ，好きな物を食
べることを許さないということもできたかもしれない。
しかし，そうすることに躊躇した。出会ってこれから良
い関係を築いていきたいと思っているときに，タケル君
の「食べたい」という思いを受け止めてあげられないこ
とに不安を覚えた。タケル君が牛乳を飲むときの，目を
つぶりながら嫌そうに飲むしぐさに，自分も辛くなる。
　それでいて，前年度一年間は牛乳を全部飲んで給食を
残さなかったというのだから，「飲まなくていい。食べ
なくていい」ともやはり言いにくい。できるならしっか
り全部食べてほしかったし，周りの先生たちの目も気に
なった。
思いを打ち明けたとき―放課後の話し合い―
　私の「牛乳を飲んで」という働きかけに，タケル君が
なかなか応じてくれない状況は，その後も続いた。私が
「牛乳を頑張ったら，好きな物が食べられるよ」と言っ
ても，タケル君は牛乳を頑張ろうという気持ちにならな
いようだった。もっと毅然とした態度でなければならな
いのだろうか。私の中には，迷いがあった。
　「苦手な物を頑張ってから好きな物」という働きかけ
ではなく，「好きな物を食べて思いが満たされた上で苦
手の物も頑張ってみよう」というのが，いわば自分流
だった。しかし，タケル君の「食べたい」思いにしっか
り応えたところで，牛乳を飲んでくれるのかは自信がな
かった。
　思うようにいかない私の様子を見て，周りの先生もい
ろいろとアドバイスをくださったが，前担当者が大事に
してきたことを引き継ぎたい思いと，うまく係われない
現状の中で，私は悩み，迷いは深まっていった。そして
最初の一週間が過ぎたころに，私は自分の迷いを仲村先
生に打ち明けた。
　私は次のように，仲村先生に伝えた。「苦手な牛乳を
我慢して飲めるということより，自分から牛乳を飲もう
と思えることが大切ではないか。そのためには，タケル
君の食べたいという気持ちを広げるような係わり方をし
たい。好きな物を食べたいという気持ちを大事にしてあ
げたい。やはり食べることが楽しいと思える給食の時間
でありたい」
　仲村先生は，私の考え自体を否定せず，タケル君に対
する給食指導の経緯を語ってくれた。タケル君は，入学
当初から牛乳を飲もうとせず，当初タケル君を担当して
いた教師もそれを認めてきた。しかしあるとき，保育園
でタケル君を担当していた保育士さんから，タケル君が
いつも牛乳を飲んでいたことを聞かされた。「飲めるの
ではないか」と考え，牛乳を飲ませる働きかけを強める
ようになった。牛乳をコップに分けて量を減らすこと
で，タケル君は少しずつ飲めるようになり，前年度には
全部飲むことができる状態になったということだった。
このほかにも，前年度，タケル君は大坂先生と共に多く
のことができるようになった。繰り返し苦手だったはし
の練習をして，上手につまめるようになった。嫌いな牛
乳も，言葉をかけられなくても自分から飲むようになっ
た。やりたくないと思ったことでも，大坂先生との関係
の中で，気持ちを調整してやろうとするようになってき
た。その過程を，仲村先生は丁寧に語って聞かせてくれ
た。
　教師経験の長い大坂先生が，タケル君はここまででき
ると見て，熱心に働きかける中で，タケル君は着実に結
果を見せてきた。仲村先生の前年度まで積み重ねてき
たものを大事にしてほしいという気持ちはよく分かる。
「牛乳を飲ませなくてもよい」という考えは簡単には認
められないという思いが伝わってきた。単に「給食の時
間が楽しければよい」では，説得力がなかった。
　ただし，仲村先生は，私がタケル君の気持ちを大事に
したいと思っていることには理解を示してくれ，基本的
に私の思ったとおりにやればよいという態度でいてくれ
た。私の思いをとりあえず受け止めようという仲村先生
の気持ちに感謝を覚えた。そして，仲村先生に認めても
らえるような結果を見せないといけないという重圧もま
た感じてしまった。
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「牛乳を飲んでほしい」という思いを伝える
　「タケル君は牛乳を全部飲める子」という前提が重く
のしかかっている中，私が目指したいやりとりを模索し
ながら，牛乳を飲めるように働きかける日々が続いた。
　私は，「牛乳を飲むまで好きな物はだめ」ではなく，「好
きな物を食べたから牛乳も少し頑張ってみよう」という
働きかけをしたかった。単に順番の問題ではなく，タケ
ル君の思いをまず受け止めようという考えだった。ま
た，牛乳を飲むまで好きな汁物を遠ざけることはしな
かった。タケル君が「どうしても汁を食べたいんだ」と
お椀を持つなら，それは認めてあげようと思った。
　給食の初めから終わりまで，じっとタケル君の行動を
見つめ，牛乳を勧めるタイミングを考えた。大好きな物
を食べ終えて一区切りしたときなど，タケル君が食べよ
うとしている行動をなるべく阻害しないように心がけ
た。そして，ほかの食べ物のなくなり具合と牛乳の減り
具合を見計らいながら，牛乳だけが残ってしまわないよ
うに調整した。
　「牛乳びんを右手に持ったほうが飲めるだろうか。左
手か」「びんをお盆に置いてしまったから，一端はおか
ずを食べてよいことにしようか。いやいや，もうひと粘
りか」自分の食事はそっちのけで，タケル君の牛乳を減
らすべく悪戦苦闘した。時には，タケル君の「飲みたく
ない。ほかの物を食べたい」という行動を制止して，牛
乳を飲むように求めることもあった。
　どうしたら少しでも嫌な思いをせずに牛乳を飲めるだ
ろうと考え，「ポイント表」のようなものも用意してみ
た。そのときに頑張らなければいけない分量に見通しが
持てるように，牛乳一本を十等分して小分けにして勧
め，10分の１飲めるごとに表に丸をつけることで，スモー
ルステップでできたことを褒めてあげるようにした。一
回分の牛乳を飲み終えるごとに褒めてあげ，表に丸を付
ける。タケル君が表の丸が増えていくことをどれほど意
識しているかは定かでなかったが，ポイント表は，タケ
ル君への励ましと，こちらの「飲んでほしい」という思
いを目に見える形で伝えるための手段であった。
　飲もうという気持ちになる状況やタイミングをいろい
ろ探りながら働きかけていたが，どこまで押してどこか
ら引いての駆け引きであったかもしれない。それでも，
タケル君が頑張って少しの牛乳を飲んでくれたときはう
れしかった。「よく頑張った。えらかったね」と褒めて，
ポイント表に丸を付けた。私に褒められて，タケル君も
うれしい気持ちになるのだろうか，表情やしぐさからは
なかなか読み取れない。牛乳を飲むたびに得られたのは
タケル君の喜びというよりは，私の安心だったのかもし
れない。
　タケル君がポイント表をどれだけ頼りにしているのか
は分からなかったが，私の「牛乳を頑張って飲んでほし
い」という思いが伝わったのか，タケル君は，少しずつ
牛乳を飲むようになってきた。大好きなミートソースス
パゲティのときには，それが食べたい思いもあってか，
牛乳をぐびぐびと飲み，全部飲むことができた。日によっ
て，半分，７割，全部と飲む量は違っていたが，タケル
君が飲める量は，５月，６月と少しずつ増えていった。
　それに伴い，私も少し気持ちに余裕ができて，最初の
うちに牛乳が進まなくても，「また後で頑張ろうか」と
受け入れることができるようになっていった。後で牛乳
を飲んでくれたときはよかったと思ったし，飲んでくれ
なかったときは残念だと伝えた。タケル君が，ポイント
を頼りにしているようには見えなかったため，ポイント
表も徐々に使わなくなっていった。
　私の「タケル君の思いを受け止めたい」という思いは，
タケル君にどれほど伝わっていたのだろうか。「好きな
物も食べて満足だ。加納が言うから牛乳も少し頑張って
みるか」という思いだったのか。それとも「食べたい物
を食べるために仕方がない」という思いだったのかもし
れない。このときの私は，タケル君の気持ちが気になり
つつも，牛乳を飲めるかどうかで気持ちがいっぱいだっ
た。
もう一人の係わり手の視点
　―インターンの係わりをとおして―
　私がタケル君との給食に悪戦苦闘している一方で，イ
ンターンの斉川先生も，同じくタケル君との給食に大い
に悩んでいた。以下に斉川先生の実践記録を引用しなが
ら，タケル君との係わりにおける斉川先生の思考をたど
りたい。
　（４月30日）
　Ｔちゃん（タケル君）は私が「牛乳飲んで」と声をかけて
も全然飲もうとはしないが，仲村先生が「Ｔちゃん，牛乳」
と言うだけで飲んだ。このことについて，Ｔちゃんと仲村先
生には関係ができているから声をかけるだけで牛乳を飲むこ
とができるが，私とは関係ができていないために牛乳を飲ん
でくれないのだと感じた。私もＴちゃんの前の担任の先生や
仲村先生のようなかかわり方をしなければと感じた。給食指
導をしていくためにも，Ｔちゃんとの関係を築かなければい
けないと強く思った。
　斉川先生は，タケル君との関係ができていないために
牛乳を飲んでくれないと感じ，自分との関係でも牛乳を
飲めるためにはどうしたらよいかと悩んでいる。その一
方で，直後の記録には次のようにある。
　Ｔちゃんの思いを受け入れるとはどういうことなのか分か
らなくなった。Ｔちゃんの思いのままに行動することは，Ｔ
ちゃんの思いを受け止めていることにはならないのか。私の
思いを伝えることは，Ｔちゃんの思いを無視してしまうこと
にならないのか。
　タケル君に牛乳を飲んでほしいと思う一方で，タケル
君の思いを受け止めるとはどういうことなのか考えてい
る。タケル君の「牛乳を飲みたくない」という気持ちを
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受け入れることはわがままを認めることなのか。「牛乳
を飲んで」と伝えることは，タケル君の思いを無視する
ことなのか。迷いを感じつつも，タケル君が牛乳を飲め
るように取り組もうとしていた。
　斉川先生の迷いは，私にとってよく共感できるもの
だったが，私も迷っている中で，私の考えをはっきりと
伝える気にはなれなかった。
　（５月26日）
　Ｔちゃんが加納先生との関係の中で，好きなものを食べた
後には，牛乳をがんばって飲むという加納先生との合意が少
し見られた気がする。Ｔちゃんが自分から牛乳ビンを持った
ことは，Ｔちゃんなりに牛乳を飲まなくてはいけないことが
分かっている，ということも表しているなと思って見ていた。
このかかわりから，牛乳を飲んでほしいときに，Ｔちゃんが
食べ物に手を伸ばしてもなるべく「ダメ」と言ってその手を
止めないようにしようと思った。Ｔちゃんの食べたい思いを
まず尊重して，私の思いを伝えていこうと思った。
　斉川先生は私との話し合いで，「好きな物を食べたか
ら牛乳も少し頑張ってみよう」というタケル君と私の給
食の様子に影響を受け，タケル君の思いを受け止めるこ
とについて，自分の係わりを見直そうとしていた。
　私が大事としていたことに共感してくれたことはうれ
しかった。斉川先生は，私がどういう考えをしているの
か少しずつ分かってきたようだった。給食のことについ
て斉川先生と話すことも増えていった。
　（５月28日）
　私はＴちゃんの食べようとして伸ばす手をなるべく止めな
いようにした。Ｔちゃんの思いを尊重したかかわりをしよう
と思っていても，やはり牛乳を飲んでほしいと思いすぎてし
まい，Ｔちゃんの思いを受け止めて牛乳を飲まないことに対
して，焦りを感じた。周りの先生の目も気にしてしまい，こ
のようなかかわりをしつつもＴちゃんに牛乳を飲んでほしい
と思っていた。
　タケル君の思いを受け止めたいが，それでは牛乳を飲
むという結果がなかなか見えてこない。そこに周りの先
生の目も気にかかり，焦ってしまう。その悩みは，私の
ものと基本的に同質だった。
　ただし，斉川先生の場合は，仲村先生のアドバイスと，
加納の方針の両方が気にかかる中で，自分はどうすべき
なのか，随分迷ったことだろうと思う。それでも，斉川
先生は一人の教師として決断し，タケル君と係わらなけ
ればいけなかったし，斉川先生もそう努力していた。仲
村先生の思いと私の思いを背中に感じながら，毎日精一
杯の判断をしていたのだろう。
教師間の合意形成の諸相
　お互いの思いを探りつつ，斉川先生と私がタケル君と
係わっている中で，時々机の向こうから「タケル君，飲
んで」と声がかかる。仲村先生が言うと，やはりタケル
君は飲もうとする。おそらく，仲村先生がずっと横にい
れば，タケル君は毎日牛乳を飲んだだろう。仲村先生か
らすれば，だからこそもどかしい思いもあったかもしれ
ない。それでも，私に任せてくれようとする仲村先生の
思いは感じていた。
　もしかしたら，仲村先生は私がタケル君に付いている
ときより，斉川先生が担当しているときのほうが，頻繁
に声をかけていたかもしれない。仲村先生としても，斉
川先生をとおして，私に伝えたい思いがあったのだと思
う。
　一方，私自身は斉川先生に簡単に声をかけられないと
きもあった。自分の考えを押し付けたくないと思った
し，斉川先生が自分で考えて，やってみて，気付いてい
くことがあると思った。私がタケル君の思いを阻害した
くないと思ってやらなかった，牛乳を飲むまで好きな汁
物を遠ざけるという行為を斉川先生がやったときも，何
も言えなかった。斉川先生だけでなく，仲村先生や学級
の先生に説明する自信がなかった。
　当時は，斉川先生を介しながら，お互いの実践への思
いを交わし合う微妙な関係だった。逆に斉川先生がいた
からこそ，間接的に思いを伝え合うことができたと言え
るかもしれない。斉川先生自身がどう感じ，行動するか
ということが，私の少なからぬ関心事となっていた。
　このとき私が考えていたことは，タケル君とどう係わ
るかだけでなく，ほかの先生たちにどう認めてもらうか
だった。それは，子どもという実践の本質から離れてい
るようでいて，ある意味実践の要となってくる部分では
ないかと思う。ポイント表を用いたり，粘り強く声をか
けたりしたことは，私なりに何とかして牛乳を飲んでも
らおうとしていることを，タケル君に対してだけでなく，
周りの先生たちに伝える意味もあった。
　タケル君が少しずつ牛乳を飲めるようになってきて，
仲村先生も「優しい加納先生でも飲むようになったん
や」と，ひとまずは私の係わり方に納得を覚えたようで
あった。
　ただし，後にして思えば，このころは毎日精一杯では
あったが，「教師間の合意形成」に意識が傾くあまり，
牛乳を飲んだか飲んでいないかの結果にとらわれすぎて
いた一面もある。タケル君のコミュ二ケーションの力や
主体性をはぐくもうとするやりとりが給食の時間になさ
れていたかについては，疑問が残る。
　タケル君が少しずつ牛乳を飲んでくれるようになった
ことで，周りの教師たちの牛乳に向く注意が緩むと，私
の気も緩み，タケル君の牛乳を飲む量は，１学期の終わ
りごろには少しずつ減っていった。やはり，これまでの
やりとりは，タケル君が自分から牛乳に向かおうとする
ものとして十分ではなかったのではないかと感じるよう
になった。
　１学期が終わり，長い夏休みが明けて，前以上に牛乳
を飲まなくなったタケル君を前にして，私は再びこの問
題に，正面から向き合わなければならなくなったのだ。
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教育実習生の係わりをとおして見えてきたもの
　２学期が始まり，夏休み中の家庭での生活ですっかり
学校での習慣が抜けてしまったタケル君は，前にも増し
て牛乳を飲まなくなっていた。折しも２学期の初めから
２週間，学級には教育実習生が入り，給食でも実習生の
Ｍさんがタケル君の担当となった。
　Ｍさんが牛乳を飲むように勧めても，タケル君はまず
飲まなかったが，仲村先生が隣に座ると飲んだ。Ｍさん
は，自分の係わり方がよくないのではと思い，どうした
ら牛乳を飲んでくれるのか悩んだ。そんなＭさんに対
し，放課後の振り返りの時間に，私は次のようにコメン
トした。「給食の時間にタケル君に大事にしたいことは，
牛乳を飲めるようになることだけではないんだ。タケル
君が自分から牛乳を飲んでみようという気持ちになるた
めには，どうしたよいか。そのためには，給食の時間が
辛く苦しい時間ばかりではどうだろう。タケル君が『食
べてみたい。飲んでみたい』と思えるような係わりはど
ういうものなのか考えられたらいいね」その後も，Ｍさ
んの声かけによって，タケル君が牛乳を飲むことはな
かったが，Ｍさんは一生懸命タケル君と接してくれた。
給食の時間以外は，お互いが楽しめる心地よい関係を築
いていたように思う。
　実習も終わりに近づいたころ，再び放課後の話し合い
で，Ｍさんは給食の時間を振り返って，「自分の係わり
は，タケル君にとって辛くて苦しいものだったのではな
いか」と話した。思わず涙するＭさんに対し，私もタケ
ル君の牛乳について改めて思ったことを話した。
　「嫌いな牛乳を飲むまで好きな物が食べられないとい
う係わりの中で，牛乳を飲んだとしても，タケル君から
すれば，諦めて仕方なく飲んでいるだけかもしれない。
その人が横にいなければ，タケル君は決して自分から牛
乳に手を伸ばさないだろう。タケル君が，自分から牛乳
を飲んでみようと思う心は，教師との楽しいやりとりの
中で生まれるものではないか。好きな物を十分に食べ
て，気持ちが満たされた上で，嫌いだと思っていた物に
も手を伸ばしてみようと思うかもしれない。そこで教師
が，その頑張りを認めてあげる。また頑張ってみようと
いう気持ちになるかもしれない。怒られるから，好きな
物がもらえないから，という動機では，いつまでたって
も自分からは飲まないだろう」
　自分がこうありたいと思うやりとりの姿をＭさんに語
りながら，そうしたやりとりには，自分もまだ踏み込め
ていないことも自覚していた。牛乳を飲んだという結果
だけではなく，タケル君とのやりとりというものに，改
めて向かい合っていかなければならないと思った。それ
は，この問題についてもう一度，仲村先生や斉川先生と
向き合うということでもあった。
揺れる教師の思いを交わし合う
　教育実習期間が終わり，久しぶりにタケル君と一緒に
給食を食べた。１学期のように牛乳を勧めてみるが，や
はり飲もうとしない。「もう少し強めに言ってみようか。
でも，タケル君の食べたい気持ちをいっぱい感じた。ま
あ，いいか。あとでもう一度勧めてみよう」途中で何度
か勧めても，タケル君は牛乳を飲まない。食べたい物が
全部なくなって，タケル君は結局少しも牛乳を飲まな
かった。見かねた仲村先生が横に来て声をかけると，タ
ケル君は少し牛乳を飲んだ。夏休みの間に，牛乳を全く
受けつけない体になったわけではないようだ。
　私は１学期のときと同じように声をかけていたつもり
だったが，タケル君は飲もうとしないので，それ以上無
理に勧めなかった。飲まなくなったタケル君の「飲みた
くない」に，また向き合っていこうと思った。
　一方，タケル君の牛乳を飲む量が減ったことをとても
気にしていた斉川先生は，仲村先生に相談しながら，次
のように記している。
　（９月15日）
　Ｔちゃんに学校生活の中でがんばる場面を持ってほしい。
がんばる経験がほかの場面でも活かされていければいいと
思った。（中略）Ｔちゃんが自分から牛乳を飲むまで待って
いたら，このような経験はできないと思う。自己調整するこ
とやがんばることがない生活になってしまい，そのふわふわ
した内面は，ほかの活動にまで影響する可能性がある。がん
ばるべきときにがんばることができるようになるために，Ｔ
ちゃんが個別学習や給食でがんばる経験が必要だと考える。
自己調整するために，先生と相互交渉しながら，苦手なもの
もがんばれる環境をつくっていきたい。
　そして，以前と比べて牛乳を強く勧めなくなった私の
係わりを見て，斉川先生は疑問を感じ始める。その疑問
に答えたい思いはあったが，斉川先生の考えていること
も分かると思った。牛乳を飲む飲まないだけでなく，タ
ケル君の自己調整という点で，将来に向けてどう成長し
てほしいのかという考えが，斉川先生の中にあった。
　（９月17日）
　私は，なぜ加納先生が牛乳を飲むようにＴちゃんにすすめ
ないのか疑問に思った。苦手なものをほかの人からすすめら
れなければ，飲むことはまずないと思う。先生とＴちゃんの
関係の中で，自己調整しながら苦手なものもがんばる力を
培ってほしいと思っているが，牛乳に向かっていかなければ
そのような機会ごとなくしてしまっている。保護者の方から
の連絡帳にもあるように，手づかみが多くなってきていると
いう事実をしっかりと受け止め，Ｔちゃんに今後どうなって
ほしいかという見通しをはっきりさせなければいけないと思
う。
　折しも，タケル君の家庭からの連絡帳には，手づかみ
が増えた，トイレの失敗が増えたという記述が多く見ら
れるようになり，タケル君の学校における自己調整が弱
まってきたのではないかと懸念されていた時期だった。
牛乳を頑張って飲むということが，大事な自己調整であ
るのではないかと，斉川先生は考えるようになった。
　ある放課後に，斉川先生から「どうして牛乳をあまり
勧めなくなったのか」という疑問を投げかけられ，私は
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答えた。
　「給食の時間のタケル君の学びって何だろう。嫌いな
牛乳を頑張って飲めたことは，自己調整の学びなのだろ
うか。人から言われて我慢して飲むというのは，他者に
よる調整と言えるものではないか。また，給食のほかの
場面で，タケル君はいっぱい自己調整している。給食の
時間くらいは，まず楽しくお互いの思いを伝えられる時
間にしたい。タケル君の『嫌だ』も丁寧に受け止めてあ
げたい」
　その後，学級の先生たちを交えて，話し合いの機会を
持った。そして，仲村先生より，次のような指摘があっ
た。
　「タケル君にとって，牛乳はそれほど嫌なものなのか
な。加納先生の係わりが，さほど嫌いでもなかった牛乳
を飲まなくさせているのかもしれないよ。タケル君が飲
むのが嫌なのか，加納先生が飲ませるのが嫌なのか。無
理に飲ませるのがよくないという思いに捉われ過ぎては
いないだろうか。昨年度までは，タケル君は自分から牛
乳を飲んでいたんだから」
　昨年度まで飲んでいたのだから，そして，仲村先生と
だと飲むという事実があるのだから，仲村先生がそのよ
うに話すのもよく分かる。自分の見立てが本当に正しい
のか。それは，常に問い直さなければならない。そし
て，私の考えをほかの先生が納得できるかは，ひとえに
子どもの姿によるのだろう。仲村先生は次の点にも言及
した。
　「タケル君の食べたい気持ちを受け止め，広げてあげ
たいと言う話だけど，給食の時間の中で，タケル君は食
べたい気持ちをいっぱい表しているよね。好きな物が好
きなだけ食べたいと。そして，牛乳を飲みたくないと伝
えてくる。そういう意味では我を強く出している。給食
の時間は，タケル君が一番自分の思いを出そうとする場
と言えるかもしれない。だからこそ，学びのよい機会な
んだ。元々タケル君は，自分の好きなまま好きなように
食べてきた。その状態から，少しずつ自己調整できるよ
うになってきて，いろいろな物を食べられるようになっ
てきた。その過程を加納先生もしっかり受け止めてほし
い。学校でしっかり自己調整しているから，家でもまだ
自分を抑えられる。学校で好き放題していたら，家庭で
はもっと大変になってしまうかもしれないよ」
　正直になるほどと思った。タケル君は食べることに大
きな関心があり，多くの思いを伝えてくる。その思いを
受け止めているだけでは，やりとりに見えなくても仕方
ない。私が考える，「我慢することを覚える以外の自己
調整」とはどういうものなのだろうか。私は，仲村先生
が納得できるような説明ができなかった。
　ただし，幸いなことに，結局は私の好きなようにやれ
ばよいと認めてもらえた。「タケル君が自分から牛乳を
飲めるようになってほしい」という思いは，仲村先生も
私も同じであった。仲村先生が納得できる係わりが私に
できるだろうか。そのためには，タケル君とじっくり向
き合っていくほかなかった。
「今日はどれだけ飲もうか」―やりとりを求めて―
　牛乳を全部飲むという結果を求めるのは，ハードルが
高いと感じた。また，たとえ全部飲めなかったとしても，
タケル君と意味のあるやりとりがしたいと考えた。
　タケル君が牛乳に向き合うということは，自分でどれ
だけ飲もうか決められるということではないか。「今日
は少し頑張ってみよう」「今日は少なめにしよう」そう
いう選択ができるならば，たとえ飲む量が少量だったと
しても，意味があると思った。
　そこで，牛乳を飲む前に，タケル君の写真を貼った
コップと加納の写真を貼ったコップを用意した。「どれ
だけ飲もうか」とタケル君のコップに一緒に牛乳を入
れる。タケル君が自分で，「今日はこれだけ」と量を調
節できればいいのだが，まだ分からずに全て注いでしま
う。タケル君がまだ飲めそうな少量でとどめ置き，タケ
ル君の顔写真を指差して，「今日はこれだけ頑張ってみ
ようか」と伝えた。残りの牛乳は，「残りは先生が飲ん
であげるね」と私のコップに入れ，目の前で飲んで見せ
た。
　タケル君は，コップに入れた牛乳は飲まなくてもよい
と解釈したかもしれない。コップに入れた少量の牛乳も
飲み切らないことが多かった。しかし，タケル君は，給
食を食べ始める前に，牛乳のコップを自分から持ってく
るようになった。「牛乳を減らしてくれるコップ」とい
う思いはあったのだろうか。そこには，タケル君の「コッ
プを持って来たよ。牛乳を少なくして」という意思があ
り，「それじゃあ一緒に入れようか」という私とのやり
とりが行われるようになっていった。自分のコップだけ
持ってきて待っているタケル君に，「先生のも持ってき
て」と言うと，さっともう一つのコップも持ってきた。
コップを使ったやりとりは，タケル君なりに解釈して，
行えるようになった。これも，タケル君にとっての「自
己調整」と言えるのかもしれない。仲村先生が，「あら，
自分で持ってくるんだね」と声をかけてくれた。
　「牛乳を飲みたくなかったら，減らしてくれた。先生
は僕の苦手な牛乳を飲んでくれるんだ」とタケル君に
思ってほしかった。私が目指したかったのは，「飲みな
さい。飲まなくてよい」を一歩超えた，思いのやりとり
だった。
「飲む」という結果は見えてこないけど
　―ミルメーク祭り―
　次に私が用意した物は，６種類のミルメークだった。
いちご，メロン，バナナ，キャラメル，コーヒー，ココ
ア味のミルメークとそれらの絵を貼った６つの牛乳びん
を用意し，色つき絵つき味つきの牛乳を選んでもらっ
た。そして，「ほら，タケル君の好きないちごだよ」と
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声をかけた。
　タケル君は，時々給食に出るコーヒー味のミルメーク
も嫌がって飲んだことがなかったので，このミルメーク
作戦で飲めるようになることは元々考えにくかった。た
だし，いろいろな牛乳に興味を持ち，ただの「嫌いな牛
乳」ではなくなるきっかけになればと思った。この味だ
とまだ飲めるというものがもし見つかれば幸いであった
が，タケル君が色つきの得体の知れない牛乳を飲むこと
はなかった。
　ただし，ミルメークの粉をタケル君の鼻の近くに持っ
ていき，匂いをかがせたところ，タケル君は粉を少しな
めてから口の中に入れた。粉だとおいしいと思えたよう
で，タケル君は，粉の状態のミルメークを欲しがった。
バナナ味が欲しいとか，ココア味がいいとか，いろいろ
とこちらに伝えてきた。粉を牛乳に混ぜてみて，「一緒
な味だよ」と言っても，「あー，牛乳に入れないで」と
いう手の動きをする。タケル君にしてみれば，違うもの
なのだろう。粉を入れようとしたら，何も入ってない牛
乳を飲んだこともあった。「そんな使い方もあるのね」
と仲村先生が笑っていた。
　ミルメークの取り組みはそれほど長続きしなかった
が，ある時，意外な盛り上がりを見せた。タケル君が
使っている色とりどりのミルメークを見て，学級のほか
の子どもが，魅力的に感じたのか，「いいなあ。欲しい
な」と言ってきた。仲村先生が，「欲しいなら，タケル
君にお願いしたら」と声をかける。「僕も」「私も」と，
学級のほか５人の子どもたちも，自分の好きな味を選ん
で，さながら「ミルメーク祭り」となった。「タケル君
のおかげやね。ありがとうやね」と，仲村先生は声をか
けてくれた。タケル君が牛乳をがんばっていることがほ
かの子どもたちにも共有され，偶然ではあるが楽しい時
間になったことは，私の心を和ませるものだった。私の
試行錯誤が，学級の中で少しではあるが共有されてきた
気がした。
　
「だれと飲もうか。おしまいにしようか」
　毎回半分以上の牛乳を私が飲んであげていたが，それ
でも最後には残ってしまった牛乳をめぐるやりとりの時
間があり，それはタケル君にとっても私にとっても，楽
しくない時間だった。飲んでくれたらそれでよいが，大
抵は飲めなくて，「もう少し頑張ってみるか。今日はも
う終わろうか」と，切りのいいところをなかなか見つけ
られずに時間が過ぎることが多かった。少しでも飲んで
終わることができればよいが，飲めないときの終わり方
も考えなければならなかった。
　仲村先生が声をかけてくることは以前より少なくなっ
たが，たまに隣に来てくれたときは，タケル君はやはり
スイッチが入ったかのように牛乳を飲むことがあった。
　仲村先生となら牛乳を飲む。私とは牛乳を飲まない。
それがよいとか悪いとかいう話よりも，それがタケル君
の調整の姿の一つなのかもしれない。人によって行動を
使い分けるというなら，それもやりとりに使ってみよう
と思った。
　仲村先生の顔と牛乳がセットになった写真カードと，
加納の顔と牛乳がセットになった写真カードの２枚の
カードを用意し，最後に牛乳が残ったときに提示してみ
た。「仲村先生と飲むか。加納先生と飲むか」とタケル
君に問い，写真カードを選んでもらった。そして，タケ
ル君の選択に合わせて，「今日は仲村先生と頑張ってみ
ようかな」「あんまり飲みたくないから加納と少しだけ
飲もう」と言葉を重ねた。仲村先生のカードを取ったら，
牛乳を持って仲村先生のところへ行き，「頑張りたいの
で，よろしくお願いします」と私が言葉を添える。仲村
先生は，「あら，来たのね」と笑顔で迎えてくれたが，
タケル君の少し困った表情を読み取って，「えっ，そん
なつもりはなかったのですが」と言葉を添えた。タケル
君は，仲村先生の隣に座り，コップに残った牛乳を，仲
村先生の声を励みに飲んだ。「えらかったね」と，仲村
先生も褒めてくれた。
　このカード選びも，タケル君がしっかり意味を分かっ
ていたかは定かではない。仲村先生と飲もうか，あるい
は加納と飲もうか，と選択していた訳ではなかった可能
性もある。しかし，加納と一緒に飲めない牛乳を前に時
間が過ぎるより，仲村先生とさっさと牛乳を終わらすこ
とができてよかったのかもしれない。
　一方，加納のカードを選んでもなかなか飲めないの
で，そういうときにはどうやって終わろうかが気になっ
た。そこで，時には「ごちそうさま」の絵カードも途中
から追加するようにした。「もう終わりたい」と，その
カードを選ぶようになるかと思ったが，自分から「ごち
そうさま」カードを取るということはあまりなかった。
　「仲村先生と飲む」カードを使って，仲村先生にも少
し係わってもらったことで，仲村先生自身がタケル君に
ついて納得できることがあったのかもしれない。このこ
ろ仲村先生は，給食のときにタケル君の横にあまり座ら
なくなっていたので，久しぶりのタケル君との係わり
だったと思う。タケル君は，仲村先生と一緒に頑張って
飲めたこともあったが，意外と飲まないこともあった。
久しぶりだったこともあるだろうが，１学期には見られ
ない光景だった。「仲村先生とでも飲まないなんて，ま
すますわがままになってきたのか」という解釈もあった
が，私は，「仲村先生相手でも嫌だという思いを言うよ
うになってきた」ようにも感じた。
　「今日は飲めないみたいだね。もう無理しないでおこ
うか」と仲村先生が話したことは，印象深かった。仲村
先生と一緒でも，飲みたくないときぐらいあるだろう。
それを仲村先生が言ってくれたことは，なんだかうれし
かった。
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「駆け引き」でなく「やりとり」を―ビデオ研究会にて―
　折しも，当時福井大学の中村保和先生（現・群馬大
学）から，子どもの様子をビデオに撮って振り返る学習
会をしてみないかという提案があった。「では，ぜひ給
食の様子を」という話になり，11月中旬ごろ，中村先生，
同大学の笹原未来先生，そして，斉川先生と私が参加し
た学習会が行われ，タケル君の給食の様子を見合った。
　中村先生が，次のように聞いてきた。「タケル君がは
しを持っているときは何をしようとしているのだろう。
もっと食べたいと言っているのか。別のことを言いたい
のか」その場面では，皿に食べ物は残っているが，それ
を食べようとしているようにも見えない。「はしを持つ
のは，『まだ食べているから，牛乳はいいです』という
ことをアピールしているのではないか。はしを持つの
は，牛乳を拒否するサインなのかな」という中村先生の
解釈であった。
　私は，「はしを持つ」という行為が，「食べる」こと以
外の意味を持つという受け止め方をしたことがなかっ
た。食べたいときのはしの持ち方と，食べるわけでもな
いけどはしを持つときの持ち方は，確かに違っていた。
食べたい物をある程度食べた後，「牛乳を飲んで」と言
われたときにはしを持とうとするのは，牛乳の拒否を表
しているのだろうか，私ははっと考えさせられた。タケ
ル君は，勢いよく食べるときと，食べる動きが滞るとき
がある。「はしを持つ」という行為にも，その時その時
で意味が違うということは十分考えられる。タケル君の
食べ方というものに，もっといろいろな意味があるので
はないだろうか。
　続けて，「拒否のサイン」という話題になった。タケ
ル君は，拒否をどうやって表しているのか。牛乳を飲ま
ないことは，拒否のように見えるが，「逃れている」だ
けとも受け取れる。自分から牛乳びんを遠くに置いた
り，果てはびんをひっくり返したりして，拒否を示すと
いうことは確かにない。「嫌な物に対して，『嫌なんだね』
ということを二人で決められるとよいね。タケル君がい
らないと思ったときに，『いらない』と言って残す選択
ができたら楽だろうに」と，中村先生は話した。
　牛乳を飲まないけど，それで許されるわけでなく，あ
る程度の時間が過ぎるまで終われない。目の前に牛乳が
置いてある状況は，「飲んでほしい」ということをタケ
ル君に伝え続けているとも言える。「飲まない」という
行為は，「いらないから，終わりにしよう」という意味
ではなかった。「終わり方を決める」ということは，タ
ケル君にとっては，係わり手とのやりとりの中でしか表
現できるようにならないだろう。
　また，中村先生は付け加えた。「タケル君にとって，『時
間がたてば嫌な物から逃れられるかな。どうすれば許さ
れるかな』，教師にとって『なんとかして食べさせよう。
飲ませよう』という係わりは，『させる』『させない』の
『駆け引き』と言えるだろう。嫌な物と好きな物を先生
と一緒に決める。教師が一方的に『食べてもらいたい』
と言っているだけでなく，タケル君も『嫌だ』が言える
ような，対等な関係の中で，お互いの思いを伝え合う『や
りとり』の時間にしよう」
　自分が目指していたものは，「やりとり」であったは
ずだが，これまでのそれは，「やりとり」ではなく，「駆
け引き」だったのではないか。給食の時間は大切なコ
ミュニケーションの時間だということを，改めて考えさ
せられた。
思いを伝え合う「やりとり」を目指して
　タケル君が好きな汁物を途中まで食べて，お椀を置い
た。ほかのおかずにも目をやる。気になっているのかな
と思い，「これはタケル君が好きなごま味の野菜だよ」
と声をかけると，タケル君は，さっとはしを伸ばして，
勢いよく食べ始めた。すっかり食べ終えると，もう一つ
のおかずに少しはしで触れる。しかし，食べようとはし
ない。「これも食べてみるか」と声をかけるが，どうも
その気にならないようだ。
　様子を見ていると，タケル君は，ふりかけのカードを
取って渡してきた。あまり好きではない白ご飯も，ふり
かけをかけると食べられることが多いので，家から持っ
てきてもらっていた。私は「ふりかけが欲しいのか」と
答えて，ふりかけの小袋を取ってきて，渡した。自分で
開けようとするがうまく開けられず，こちらに差し出し
てくる。「少し手伝ってあげるよ」と切れ目を入れてあ
げると，あとは自分で開けられた。
　ふりかけご飯をしばらく食べてから，またさっき食べ
なかったおかずに目がとまり，はしで触れる。いろいろ
な野菜や油あげ，鶏肉が入った炒め物だ。「人参は好き
でしょ」とスプーンで人参だけすくって口元へ持ってい
くと，ぱくっと食べた。大丈夫と思ったのか，人参だ
けを探して食べる。人参が食べ終わってから，「これは
鶏肉だよ」と皿の手前に寄せると，一口食べてから，今
度は鶏肉を食べ始めた。僕の食べられるものだと安心し
たのか，次々と食べるようになったが，苦手な油あげに
は手をつけようとしない。「これは嫌いかもしれないね。
少しだけ食べてみないか」と私は油あげを小さく分けて
スプーンにのせ，タケル君の口元に近付ける。嫌そうに
顔を引いたので，スプーンをタケル君に持たせてみる。
タケル君は油あげを唇にそっと触れさせる行為を何度か
繰り返した。得体の知れない物を食べるとき，タケル君
はしばしば食べ物をまず唇まででとどめ置く。そして，
唇の感触でよく確かめてから，ゆっくりと口の中に入れ
ようとする。小さな油あげのかけらを食べ，「えらかっ
たね」と褒めた。また油あげをはしで触るので，「もう
一つ食べてみるか」と促すと，スイッチが入ったかのよ
うに食べ始め，見る見る全部なくなっていった。
　苦手な物でも，納得して食べられることもある。それ
は，係わり手との「やりとり」の中で思いが通じたから
142― ―
加納　佳晃
だろうか。タケル君のいろいろな食べる姿を見つけ，た
くさん話ができた給食だった。
実践を共にするものとして―斉川先生の省察から―
　Ｔちゃんは牛乳をコップに移す際，全部の牛乳をコップに
入れてしまった。（中略）そこには，Ｔちゃんの思いがあっ
たのではないかと考える。コップに牛乳を入れたのは，「ぼ
くは全部飲みたくないよ」という気持ちを表現していたので
はないだろうか。（中略）コップに入れた牛乳を私は牛乳ビ
ンに少しだけ戻そうとするが，Ｔちゃんは私の手を止めて，
もう一度牛乳ビンからコップに牛乳を入れるようにしてい
た。そして，牛乳が入っているコップを「あっちにやって」
と言うように，コップを持つ私の手をむこうに追いやった。
その後，私は少量の牛乳を牛乳ビンに入れるのだが，Ｔちゃ
んはその様子を嫌そうな顔で見つめていた。このことから，
Ｔちゃんは牛乳ビンには「牛乳を入れないでほしい。全部飲
みたくない」とはっきり伝えているように感じた。
　タケル君の思いを読み取って，受け止めようとしてい
る斉川先生の思いがよく表れている。斉川先生もまた，
「牛乳を飲んでほしい」という思いを伝える一方で，タ
ケル君の「嫌だ」もしっかり受け止めている。「飲んだ，
飲まない」だけでなく，どんな「やりとり」をして，ど
んなコミュニケーションが取れたかということに視点が
移ってきている。
　私がコップを持ち出したときは，斉川先生はどうしよ
うか考えたことと思うが，何らかの意味を感じることが
できたならよかったと思った。その背景にある私の考え
がよく伝わったのだと思う。
（２月時点の省察から）
　給食でのかかわりの方針に関して，何を大切に考えていけ
ばよいのかも分からなくなり，思い悩むことが多かった時期
である。いろいろな先生方とお話をして，アドバイスをいた
だけたのは，とても勉強になることばかりだった。しかし，
すべての考え方を網羅したかかわりは難しい。その中で，自
分はどうするのか，何を大切にしたかかわりがしたいのか，
私はＴちゃんと少し関係ができているのかなと感じることが
できても，やはり牛乳を飲んでくれないと結果だけを見て，
今までのＴちゃんと私のかかわりは良くなかったのか，悪い
関係を築いてしまったのだろうかと不安に思うこともあっ
た。しかし，かかわりを振り返る視点を，コミュニケーショ
ンにしてみると，その不安は少しであるが軽くなっていった
ように思う。たくさんのやり取りができているとは思わない
が，少なくとも，Ｔちゃんは思いを伝えてくれている，私の
声も聴いてくれていることが見えるようになった。自分の思
いを伝えることは，やりとりをする大切な土台だと思う。Ｔ
ちゃんが私の思いを受け入れてくれることはまだ少ないが，
やりとりの経験を積み重ねることで，関係を築き，自己調整
につながっていくと考える。
　多くの先生と話をし，悩みながら試行錯誤して，タケ
ル君と自分の関係を何度も見つめ直す中で，斉川先生の
中のとりあえずの結論を持てたようだ。斉川先生が悩ん
できた過程は，私が悩んできた道筋の鏡のようにも見え
る。一緒に考えてきたが，勿論全く一緒の考えであった
わけでなく，斉川先生の考えや行動によって，私もまた
自分の係わり方を振り返ることができた。インターンで
あるということは，強みでもあり弱みでもあったろうが，
実践を共にするものとして一緒に歩んでこれたことは，
この実践に大きな意味を持たせてくれたものであると考
えている。
変わってきたタケル君
　タケル君の変化のスピードはゆっくりとしたもので
あったが，ある時ふとタケル君の変化に気付くときがあ
る。以前より要求をよく伝えてくるようになった。「音
楽を聞こう」「ピアノを弾いて」「○○へ一緒に行こう」「自
転車で遊ぼう」タケル君の要求は，種類が増えてきて，
よりはっきりしたものになってきた。
　私が声をかけると，タケル君はすっとこちらを見つめ
てくる。目が合うことがあまりなかったタケル君が，私
に何かを伝えたり，私の話を聞こうとしたりするとき，
以前よりも目が合うようになってきた。
　それは，一緒にいる時間が長くなり，慣れてきたとい
うこともあるだろうが，タケル君と私の間で，思いを伝
え合う信頼関係が築かれてきたからのようにも思えた。
参加がためらわれた集団での活動にも，一緒に参加でき
ることが増えてきた。
　11月ごろ，スクールバスの運転手さんが，「最近タケ
ル君は，朝自分からバスを降りてくるようになってきた
んだよ。声をかけたら，反応が前よりある気がする」と
教えてくれた。大好きなスクールバスから自分から降り
てくるぐらいの価値を学校に感じられるようになったの
か。はっきりと因果関係を説明するすべはないが，タケ
ル君の世界が少しずつ広がってきた気がした。
　給食では，相変わらず牛乳を飲まないときもあるし，
少し飲むときもあった。飲めたときは，たっぷり褒めて
あげたが，だからもっと飲もうという感じでもない。た
だし，一つ新しく見られる行動があった。牛乳が残って
飲みたくないときに，牛乳びんを持ってすっと立ち上が
り，こちらを何度も振り返りながら水場へ持って行って
捨てたのだ。初めて見せた「拒否」の意思に，私は牛乳
を飲んだときよりうれしくなった。タケル君の目が，「も
う飲みたくないけど，捨ててもいいの？」と言っていた。
「もういらないんだね。わかったよ。今日はもうおしま
いにしよう」二人で終わり方を決めることができた。こ
れもまた，私が目指していたような「やりとり」だった
のだろうと思えた。
５．おわりに
１）給食での実践の価値をどう語るか
　タケル君には，牛乳を飲む力があると考えられる。そ
れは，特定の人との関係に依存した調整によってできる
ものであった。そういう調整によって，できないことが
できるようになった，やりたくないことに一歩踏み出せ
た，そこには一つの価値があろう。ただし，私と一緒に
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牛乳を飲むときのタケル君は，なかなかそういう一歩を
踏み出そうとはしなかった。
　一年間のタケル君の給食において，一見して「何かが
できるようになりました」とは言い難いだろう。むしろ
「できた」ことが「できなくなった」と言われてしまう
かもしれない。
　しかし，私が目指したかったことは，タケル君が「牛
乳を飲んでみようかな。苦手な物を食べてみようかな」
と，自分で調整することであった。そのために，タケル
君の思いをまず受け止めることを大事にしたが，タケル
君が自分から苦手な牛乳を飲もうとする結果にはなかな
か結びつかなかった。１学期のころは，どうやったら牛
乳を飲めるかということに，私の気持ちがとらわれてい
た面も否めず，思いを伝え合う「やりとり」を目指す思
いがありながらも，タケル君のいろいろな思いを汲み
取ってあげることができなかったように考えられる。
　２学期以降に，タケル君がさらに牛乳を飲まなくなっ
てきた中で，「飲んだ，飲まない」の結果だけで判断す
るのではないものを大切にしたい思いが強まってきた。
学校生活の中でタケル君と思いを伝え合う場面が増えて
きた中で，給食の時間でも「どのようなやりとりをして，
お互いの思いを通わせるか」ということに視点が移って
いった。「牛乳を飲んでみよう」という私の思いも含めて，
タケル君と対等に「やりとり」し合おうと考えた。
　そうしているうちに，タケル君のより細かな意思の表
出を感じるようになった。苦手な食べ物に抵抗を感じる
思い，少し食べてみようかという迷い，やっぱり食べた
いという気付きなど，タケル君の給食での思いを，以前
より細かく語ることができるようになってきた。タケル
君が私の様子を気にしながら，牛乳を水場へ持っていき，
「いらない」と伝えてきたことは，タケル君がそれまで
見せることのなかった，はっきりとした意思であった。
　タケル君が給食の時間に学んだことの価値は，以上の
ようなタケル君と係わり手とのやりとりの過程ではぐく
まれたコミュニケーションの力であると考えられる。係
わり手がタケル君の思いを読み取り，やりとりしている
ことの意味を語ることで，タケル君の給食の時間におけ
る学びを表すことができたのではないかと考えている。
２）教師集団の協働的実践の過程
　教師集団とは，ひとりひとり考えの違う人間の集まり
でもある。ややもすれば，その考えの違いが実践者にとっ
て大きな悩みになり，時に実践を滞らせることもあるか
もしれない。しかし，違いのあるお互いの思いを生かし
合い，省察を深める機会とすることができたならば，そ
れは，実践の質を高めることに資することができるであ
ろう。
　本実践でも，仲村先生と斉川先生と私は，それぞれ全
く同じ考えであったわけではなかった。当初は，思いが
違うもどかしさ，求められていることができないことの
焦りや重圧など，互いにさまざまな不安を感じながらも，
自分たちの思いを伝え合い，向き合ってきた。
　教師同士の人間関係やさまざまなタイミングの中で，
言いたいことを言えるときとそうでないときは当然ある
が，言いにくいからこそ，自分の実践をどう説明するの
か考えることになった。そして，自分の考えを話し，ほ
かの教師の考えを聞くことで，実践は何度も省察され，
再構成されていった。
　この実践は私一人で成し得たものではなく，私の周り
の教師との関係の中で，生み出されたものであった。そ
こにおける仲村先生の私に対する姿勢は，この実践の大
きなキーファクターであったと思う。
　後に，仲村先生は次のように語ってくれた。「途中で
思うことはいっぱいあったけど，伝えたいことは伝えた
けど，でも加納先生の思うとおりやってみることはやは
り必要だと思った。加納先生が自分の思いにこだわる一
方で，少しずつ私の声も聞き入れようとしていることは
感じたから，見守っていようと思った」
　仲村先生は，私との考えの違いを感じながら，まずは
私の思いを受け止めようとしてくれた。時には見守り，
時には声をかけてくれ，もどかしい思いもあったかもし
れないが，私自身が納得して行動することを大事にして
くれた。
　仲村先生がそういう姿勢でいてくれたからこそ，私も
自分の思いを大事にできた一方で，周りの教師の思いも
考えることができた。自分の係わりについて，共にタケ
ル君と係わってくれる周りの教師たちに説明することの
大切さを知ることができた。
　また，斉川先生がインターンとして実践に加わったこ
とは，教師たちの協働関係をさらに深めたと思う。私と
仲村先生は，しばしば斉川先生の相談に乗り，自分の係
わり方の考えを伝えてきた。斉川先生は，私たちの考え
を参考にして，自分の実践に反映させようとする中で，
仲村先生に共感する面も私に共感する面もあった。その
中で迷い悩みながら，自身の思いを少しずつ紡いでいっ
た。そして，私と仲村先生も，斉川先生の思いや行動を
介して，思いを交わし合ってきた面がある。さらに，斉
川先生の気付きや考えから，実践が改めて見直されたこ
とも多くあった。
　それらの意味で，本実践は，インターンの学びの機会
と言うだけでなく，インターンが同じ実践者として子ど
もと係わり，実践を深めていった，少なからぬ価値があ
ると考えている。
　以上のような教師同士のやりとりの過程を経て，教師
の協働関係は少しずつはぐくまれていった。私たちは，
ひとつひとつのやりとりの中で，お互いの思いを尊重す
ることは忘れなかった。私は，仲村先生からの投げかけ
に何とか応えたいと思い，実践の中で試行錯誤をしてき
た。そして，自分だけではどうにも打開できないときや
周りの教師が私の係わり方に疑問を抱いていると感じた
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ときには，話し合いの機会を作り，思いを打ち明けてき
た。話し合いの場では，お互いを論破するわけでなく，
お互いの思いを分かり合い，子どもによりよく返すため
にどうするかという姿勢で語り合うことができた。
　本実践は，タケル君と私のやりとりの記録であると同
時に，私とほかの教師とのやりとりの記録でもあった。
その二つの側面が密接に絡み合って，実践を意味付けて
いったことにより，教師集団の協働的実践の価値を提起
したと考える。
※注１　 この実践記録内の「タケル君」は仮名である。
また，この実践記録に事例を掲載することにつ
いて，対象児の保護者の了解を得ている。
※注２　 この実践記録内の教師の名前はすべて実名であ
り，本人の承諾を得ている。
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